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①施設が大きく、部署も多岐にわたるた
め、画一的なマップにすべてを表示するこ
とが不可能。

②各部署が作成する平面図によるさまざ
まなバリエーションのものを配布や掲示し
ており、病院として統一されたマップの作
成が求められていた。

③マップそのものも2Dの場合、患者さん
だけでなく、職員にとっても分かりにくく、
改善が望まれていた。

案内マップの課題



この中から欲しい情報を探すのは大変

病院ホームページ



ｖ

ｖ

階層が深く、場所情報へのアクセスが困難



ｖ



このマップだけで行くにはかなり理解が難しい



ｖ



ｖ

必要な情報が探しにくい

表示されたとしても場所の理解が難しい



３次元仮想空間マップ

2Dモードで表示



３次元仮想空間マップ



内部に入り実際の景色と
合わせながら確認できる



検索も可能



今後の予定

✓ 患者さん利用の多い外来1,2階部分からの構築と公開を進める

✓ 将来的には患者さんが立ち入ることのできる全てのエリアでの
マップ構築を進めていく。


